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なっていることや論争が継続していること、その原因を論じている。認知科学の分野においてSchneider and Shiffrin 
(1977)は、人間の情報処理には2段階(制限過程と自動過程)あると述べている。前者は意識しなければ遂行できない行動
で、後者はそれを繰り返し行うことで、徐々に意識しなくてもできるようになってくる行動である。また、応用言語




























































	 	 場合、同様の効果や結果が得られるだろうか。理論的には、本研究と同様の結果が得られる筈であるが、文化や	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